


製造現場のレザーラベル：ジーンズ、バッグ、帽子、ニットウェアへの取り付け方法と取り付け位置

Details

要点： レザーラベルの取り付け方法は、主に四つあります。縫い付け（ジーンズ、ニットウェア、洗える衣類に最適）、リベット留め（バッグや厚手のデニム）、熱圧着（キャップや平らな
パネル。周囲を縫って補強するのが理想）、そして取り外し可能なハングタグとしてのひも通しです。製品タイプと洗濯方法に応じて取り付け方法を選び、ラインの適切な段階で取り付けて
ください。この選択が、ラベルが衣類より長持ちするか、数回の洗濯で剥がれてしまうかを左右します。

最終確認：2026年十月。アパレル・アクセサリーブランド、調達担当者、工場の現場責任者向けに執筆しています。

多くのブランドは、レザーラベルのアートワークの承認に数週間をかけながら、取り付け方法の決定には数分しかかけません。このアンバランスは、後の生産工程で表面化します。ジーンズ
にパッチを縫い付けた後に酵素洗いをかけると、承認済みのサンプルより色が濃く、波打った仕上がりになります。バッグのパネルへのリベット打ちがライニングを閉じた後になると、受け
金具を入れる余地がありません。ニットのビーニーに熱プレスしたタグは、最初の洗濯後に角が浮いてきます。

こうした不具合の原因が、ラベルそのものであることはまれです。製品に合わない取り付け方法を選んだか、適切な方法でも工程のタイミングを誤ったか、のどちらかです。このガイドでは
製品タイプごとに、ラベルをどこに付けるか、どう固定するか、その作業が工場のワークフローのどこに入るか、そして各選択が洗濯耐久性と寿命にどう影響するかを解説します。
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レザーラベルにおける「取り付け方法」とは
取り付け方法とは、次の三つの判断を組み合わせたものです。 どのように ラベルを固定するか（糸、金属パーツ、接着剤、ひものいずれか）、 どこに 製品上のどの位置に付けるか、そし
て いつ 生産工程のどの段階で付けるかです。裁断・縫製の現場では、三つ目の判断が最初の二つと同じくらい重要です。平らなパネルに縫い付けるべきラベルは、そのパネルが筒状になっ
たり、クラウンになったり、閉じたバッグ本体になったりした後では取り付けられません。

ラベルとタグには、法的な違いもあります。恒久的に固定されるブランドパッチは ラベルです。ひもに付けたタグは ハングタグ で、購入後にお客様が取り外すものです。米国のケアラベリ
ング規則は、ケアラベルを「製品から分離せず、製品の使用可能期間を通じて判読できる状態を保つ方法で取り付けまたは固定されたもの」と定義しています(16 CFR Part
423[1])。このガイドでは、ブランドラベルにも同じ恒久性の基準を用います。パッチを付けたままにする前提であれば、取り付けは製品の実際の使用状況とお手入れ方法に耐えなければ
なりません。

素材の選定、サンプリング、承認については、 カスタムエンボスPUレザーブランドタグに関する製品ガイドで解説しています。本記事では、タグの承認後、縫製ラインに届いてからの工程
に焦点を当てます。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-embossed-pu-leather-tags.html


レザーラベルの四つの取り付け方法と、工程内での位置づけ

1. 縫い付け：周囲縫い、または事前に開けた穴

縫い付けは衣類の標準的な方法です。糸が生地と一緒に動くからです。ミシン作業では通常、周囲を本縫いで縫います。ニットの手仕上げでは、ラベルにあらかじめ開けておいた穴を使うの
で、衣類に付けた状態の革に針を通す必要がありません。

工程での位置： 通常は縫い目を閉じる前の平らなパネルです。たとえば後ろウエストバンド、キャップのフロントパネル、バッグの前面などです。手縫いのニットラベルは、ブロッ
キング後の最終工程で付けます。
現場での注意点： 本革は通常、ウェッジポイントの革用針で縫います。PUやマイクロファイバーは、ウェッジだとコーティング面を切ってしまうことがあるため、先端の細い
シャープポイントの針のほうが一般に適しています。縫い目は長めの約3–4 mmから始め、サンプルで調整してください。短く密な縫い目は、切手シートのようにラベルにミ
シン目を作ってしまい、その線に沿って裂けます。
洗濯： 縫い付けは、機械的な固定力が最も高い方法です。ただし、水に耐えられない素材そのものを守ることはできません。

2. リベット留め：ラベルと下地を貫通する金属パーツ

リベットは、デニム、キャンバス、バッグ用の革といった厚手の下地に向いています。縫い目なしでラベルを挟んで固定できるためです。

工程での位置： ライニングや芯地を閉じる前です。打ち具が裏側に届く必要があるためです。バッグの場合は、最終組み立てではなくパネルの段階を指します。
現場での注意点： 薄手の生地には裏側に当て布か座金を入れないと、荷重でリベットが抜けてしまいます。リベット位置は目測ではなく治具でマークしてください。中心か
ら1–2 mmずれた位置に開けた穴は、小さなラベルでは目立ちます。
洗濯： 金具自体は洗濯に耐えますが、無コーティングの金属は、淡色の生地にサビや色の汚れを残すことがあります。帽子など体に触れて着用するものでは、リベットの裏側が髪
を引っかけることがあります。ニットの編み手からこの指摘が頻繁に上がるため、帽子類ではリベットを使わないケースも多くあります。

3. 熱圧着：プレスで活性化する接着裏地

ラベル裏面の接着フィルムを、ヒートプレスで貼り付けます。作業が速く、針も不要なため、ミシンに戻せない構造的なキャップや完成品に便利です。

工程での位置： 完成品または完成間近の製品に行うことが多く、キャップには曲面の熱板を使います。
現場での注意点： 革は熱に敏感です。本革は縮んだり硬くなったりすることがあり、PUの可塑剤は繰り返しの加熱で滲み出して、ラベルをもろくすることがあります。接着剤メー
カーが示す時間、温度、圧力の範囲内で作業し、その範囲が実際のラベル素材でも適切か確認してください。



洗濯： 接着剤だけの固定は、洗濯機や乾燥機にかける製品には最も弱い選択肢です。洗える衣類では、熱は位置決めの工程として使い、そのあとに周囲縫いを加えます（「仮止め
＋縫い付け」と呼ばれることが多い方法です）。

4. ひも通し：ひも、チェーン、リボンで下げるハングタグ

ラベルを開けた穴またはハトメに通し、ベルトループ、ファスナーの引き手、バッグのハンドルに下げます。

工程での位置： 仕上げ・梱包工程で、袋詰め前の最後の作業です。
現場での注意点： 縫製オペレーターは不要で、タグが洗濯されることもありません。ひも通しのタグは店頭での見せ方のためのもので、製品への恒久的な表示には当たりません。
寿命： レザーのハングタグは、お客様がキーホルダーやバッグチャームとして手元に残すことがよくあります。取り外す前提のタグでも、ブランドの露出期間が延びます。

レザーラベルの取り付け位置：製品タイプ別

ジーンズとデニムジャケット

取り付け位置： 定番の位置は、後ろウエストバンドの着用者から見て右側で、ベルトループと後ろ中心の縫い目の中間です。ジャケットでは、内側のヨークと外側の裾タブが一般的な位置で
す。

方法： 周囲を本縫いで縫い付けます。厚手のデニムではリベットも選択肢です。

工程上の落とし穴： 製品洗い。デニムの多くは縫製後にストーンウォッシュ、酵素洗い、またはリンス洗いをかけるため、パッチは家庭洗濯だけでなく、この洗いにも耐える必要があります。
選択肢は二つあります。

製品洗いの工程全体に耐えるパッチ素材を指定し、衣類と一緒に洗った 後で サンプルを承認する。1.
製品洗いの後にパッチを取り付ける。仕上がったジーンズへの二回目の作業になり、平らなウエストバンドではなく立体の衣類を扱うため、作業は遅くなります。2.

どちらを選ぶ場合も、重なるベルトループをかんぬき止めする前にパッチを付けるよう、作業順序を計画してください。

バッグと小型革製品

取り付け位置： フロントパネル、フラップ、または内ポケットの見返しです。トートバッグでは、持ち手の付け根付近のパッチが最も目に留まります。



方法： 平らなパネルに縫い付けるか、リベットで留めます。裏地のないキャンバスには当て布を使います。

工程上の落とし穴： バッグ本体を閉じた後では、平台ミシンはパネルに届かず、リベット打ち機にも受け金具を入れる余地がありません。ラベルの位置は型紙の段階で確定し、裁断したパネ
ルにノッチやドリルマークで印を付けて、組み立て前に取り付けられるようにします。バッグのラベルは水よりも摩擦にさらされるため、ここでは洗濯耐性よりも、縁の仕上げと角の補強が
重要です。

帽子とキャップ

取り付け位置： 構造のあるキャップはフロントのクラウンパネル。ビーニーは折り返し部分。ダッドキャップは、アジャスター付近の側面または後ろです。

方法： クラウンを組み立てる前に、平らなフロントパネルにパッチを縫い付けます。完成したキャップでは、パッチを熱圧着してから、キャップ用フレームミシンで縁を縫います。

工程上の落とし穴： 曲面。硬いパッチを曲面に押し付けると、縁が浮きます。曲面に合わせてパッチを設計するか、パネルがまだ平らなうちに取り付けてください。金具の裏側が頭皮に当た
る位置には、リベットを使わないでください。

ニットウェアとかぎ針編み

取り付け位置： 裾、脇の縫い目、袖口など、生地が最も安定している場所です。着用者が前後を一目で見分けられるよう、前側の裾にラベルを付ける作り手も多くいます。

方法： あらかじめ開けた穴に毛糸か丈夫な糸を通し、ラベルと数目のニットの編み目をすくって手縫いします。縫い目に挟み込む折り返しラベルも有効です。

工程上の落とし穴： ミシンでニットのループを縫うと、編地が伝線したり形が崩れたりすることがあります。また、ニットウェアは本革が耐えられない方法で洗われがちです。対処法は二つ
あります。洗濯前に外せるようゆるく縫い付けるか、洗える合成素材を使ってその制限をケアラベルに明記するかです。

取り付け方法の比較：ワークフロー、洗濯耐久性、寿命

方法 適した製品 工程の段階 設備 洗濯耐久性 主な寿命リスク
ミシンによる周囲縫
い

ジーンズ、ジャケット、バッグの平ら
なパネル、キャップのフロント

平らなパネル、縫い
目を閉じる前 本縫い。本革には革用針 固定力が高い。限界はラベル素

材による 縫い目が密すぎるとミシン目状に裂ける

事前に開けた穴を通
す手縫い

ニットウェア、かぎ針編み、ハンドメ
イド製品 最終仕上げ 針と毛糸または糸 良好。洗濯前に外しやすい 縫い目がゆるいと引っかかる。ラベルが

回転する



方法 適した製品 工程の段階 設備 洗濯耐久性 主な寿命リスク

リベット留め 厚手のデニム、キャンバス、革のバッ
グ

ライニングまたは組
み立ての前

リベットプレス、位置決め
治具

金具は耐える。金属による汚れ
の可能性あり

薄手の生地では抜けやすい。帽子類では
髪の引っかかり

熱圧着のみ キャップ、洗濯しないアクセサリー 完成品 ヒートプレス。キャップに
は曲面の熱板

最も弱い。洗濯と乾燥を繰り返
すと縁が浮く 接着剤の剥がれ。熱による革の硬化

熱で仮止め＋縫い付
け

キャップ、位置を正確に決めたい洗え
る衣類

完成品または完成間
近の製品 ヒートプレス＋ミシン 良好 二つの工程になり、作業時間が増える

ひも通しハングタグ 店頭に並ぶすべての製品 梱包 タグガン、ひも、または
チェーン 該当なし（使用前に取り外す） 輸送中に外れる。恒久的な表示ではない

量産前にレザーラベルの取り付け状態を検証する方法
ラベルだけでなく、取り付けまで承認してください。量産とまったく同じ方法で縫い、リベットを打ち、またはプレスした量産前の衣類を用意します。そのうえで、その衣類を製品の実際の
お手入れ方法で処理してください。以下の確認項目は公開されている試験方法に基づいているため、お客様と工場が共通の用語で発注書に記載できます。

ラベル単体ではなく、衣類全体を洗う。 ASTMの革規格には、洗濯後の色移りと寸法変化の試験方法（D2096）と、摩擦による色落ち（クロッキング）の試験方法1.
（D5053）が含まれます。これらは ASTM革規格インデックス[5]に掲載されています。ケアラベルに印字された温度で洗濯し、縁の浮き、縮み、硬化、縫い目沿いの裂
けを確認します。
ラベルを取り付け部で屈曲させる。 コーティングのひび割れは、ラベルが縫い目やリベットの隣で曲がる箇所から始まります。耐屈曲性（ASTM D6182 / IUP 20、2.
バリー式フレクソメーター）と仕上げ層の密着性（IUF 470）は標準的な試験方法です。掲載元：シンシナティ大学の 皮革研究所[6].
衣類への色移りを摩擦試験で確認する。 濃色のラベルを淡色の生地に縫い付けると、色に関するクレームの原因になりやすくなります。 ISO 11640:2018[7] は、3.
約15 × 15 mm、厚さ6.0 ± 0.5 mmのウールフェルトで革をこすり、毎分約40 ± 2サイクルの速度で往復摩擦して、グレースケールで結果を判定します。
現場での簡易スクリーニングは、乾いた白い布で10回こすった後、湿らせた白い布で10回こする方法です。大きな変色が出る場合、その革はその位置には不十分で
す(Leather Dictionary[8]).
リベットとコーナーを引っ張って試験する。 初品のすべての金具位置を手で引っ張ります。抜けや角の破れは、サンプルの段階ですぐに現れます。お客様のレビューで判明するよ4.
りずっと前です。
署名入りサンプルを保管する。 洗濯後に承認された衣類を、取り付け条件（針、縫い目の長さ、リベットの種類、プレスの時間・温度・圧力）とともに保管してください。追加発5.
注時の基準として使えば、二回目のロットも最初のロットと揃います。

https://www.astm.org/Standards/leather-standards.html
https://leatherusa.org/finish-durability
https://www.iso.org/obp/ui/en/?_escaped_fragment_=iso:std:73372:en
https://www.leather-dictionary.com/index.php/Dye_transfer_from_leather


レザーラベルでは代替できないもの
デボス加工のブランドパッチは装飾です。法律で義務付けられたラベルの代わりにはなりません。

繊維、原産国、事業者の特定。 米国の繊維製品表示では、繊維組成、原産国、責任企業の名称またはRNの表示が必要です(16 CFR Part 303[3]). Textile
World[12] は、これを対象となるすべてのラベルに記載が必要な三つの主要情報としてまとめています。革のパッチは、一般に繊維の組成割合には含められません。
お手入れ方法の表示。 これらは耐久性のあるケアラベルに記載するもので、表記は文章、または ASTM D5489の記号[9]のいずれかです。本革のパッチが洗えない場合
は、衣類のケアラベルにもその旨を反映する必要があります。FTCの Clothes Captioningガイダンス[2] は、表示は付属品も含め製品全体を対象にしなければな
らないと説明しています。
素材表示。 PU製のパッチを、但し書きなしに「レザー」と表記しないでください。FTCの 革製品に関するガイド[4] は、模造素材に対する但し書きのない「レザー」の表示
を、欺瞞的なものとして扱っています。
EUの皮膚接触に関する化学物質規制。 皮膚に接触する革は、六価クロムの含有量が3 mg/kg未満でなければなりません(規則(EU) No 301/2014[10])。こ
のため、取り付け位置が試験に関わってきます。皮膚に触れるウエストバンドのパッチは、バッグのパッチとは異なる方法で試験されます。十月10日（2026年）以降、一般
消費者向けに販売される衣類および関連アクセサリーの革は、均質材料で測定したPFHxAとその塩が25 ppb未満、またはPFHxA関連物質が1,000 ppb未満
でなければなりません(ECHA、REACH附属書XVIIの項目79[11])。PUラベルの撥水加工は、最初に確認すべき項目です。

FAQ
FAQ：レザーラベルをケアラベルの代わりにできますか？

ケアラベルと同じ要件を満たす場合に限ります。恒久的に取り付けられ、製品の使用可能期間を通じて判読でき、完全なお手入れ表示を備えている必要があります。ブランドパッチの多くは
サイズが小さすぎてこれを満たせず、表示するお手入れ方法に耐えられない素材でできていることも少なくありません。衣類の内側には、柔らかいプリントまたは織りの別のケアラベルを使
い、レザーパッチはブランド表示に専念させてください。

FAQ：ジーンズへのパッチは縫い付けとリベット留めのどちらがよいですか？

縫い付けが標準です。パッチがウエストバンドと一緒に曲がり、縫い目がクラシックなデニムの見た目の一部になっているからです。リベットは厚手のデニムに使えますが、金具の調達ライ
ンと取り付け工程が増え、薄手の生地には裏当てが必要です。どちらの場合も、パッチを製品洗いの前に付けるか後に付けるかを決めてください。この判断は、固定方法よりも素材選定と工
程の流れに大きく影響します。

FAQ：ニットを伸ばさずにレザーラベルを付けるには？

あらかじめ穴の開いたラベルを使い、裾、袖口、縫い目など安定した部分に手縫いします。すくうニットの編み目はわずか数目にとどめ、ラベルの周りで生地が伸びるようにゆるいテンショ
ンを保ちます。ニットのループにミシンを通すのは避けてください。洗濯する場合は、簡単に外せるようにラベルを縫うか、洗える合成素材を選びます。

FAQ：洗える衣類に熱圧着だけで十分ですか？

たいていは不十分です。洗濯と乾燥を繰り返すと接着が弱まり、熱で本革が硬くなったり、PUから可塑剤が抜けたりすることがあります。熱はラベルを正確に位置決めするために使い、そ
のあとに周囲縫いを加えてください。熱圧着のみの取り付けは、洗濯ではなく部分洗いで済ませるキャップやアクセサリーに限定します。

FAQ：ハングタグは生産のどの段階で付けますか？

仕上げ・梱包工程で、最終検査とプレスの後です。早く付けると、ライン上で革に擦り傷が付いたり、衣類の取り扱い中にタグを紛失したりするおそれがあります。お客様が穴を残さず取り
外せるよう、生地そのものではなく、ベルトループ、ファスナーの引き手、ハンドルに通してください。

FAQ：取り付け位置によってEU向け輸出の試験は変わりますか？

はい。EUの六価クロム規制は皮膚に接触する革製品に適用されるため、ウエストバンドのパッチや帽子のバンドのラベルには試験が必要ですが、バッグの外側のパッチは不要な場合があり
ます。PFHxAの規制値は、皮膚への接触の有無にかかわらず、衣類および関連アクセサリーの革に適用され、衣類全体の平均ではなくラベル素材そのもので測定されます。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303
https://www.textileworld.com/textile-world/features/2025/12/avoid-being-labeled-noncompliant-the-basics-of-textile-and-wool-product-labeling/
https://www.textileworld.com/textile-world/features/2025/12/avoid-being-labeled-noncompliant-the-basics-of-textile-and-wool-product-labeling/
https://www.astm.org/Standards/D5489.htm
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/clothes-captioning-complying-care-labeling-rule
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/leather-guides
https://www.legislation.gov.uk/eur/2014/301/2014-03-25/data.html
https://echa.europa.eu/documents/10162/f1451352-6834-634d-79a9-b43880dae258


重要ポイント
取り付け方法はラベル仕様の一部です。単体のタグではなく、洗濯後の衣類で承認しましょう。 — ケアラベルは、製品の使用可能期間を通じて取り付けられたまま、判読できる
状態を保つ必要があります(出典)
濃色のラベルは、淡色の生地に触れる前に色移りをチェックしましょう。 — 現場チェックとして、乾いた白い布で10回、湿らせた白い布で10回こすります(出典)
色堅ろう度については、認知された摩擦試験を発注書で指定しましょう。 — ISO 11640のフェルトを使い、毎分約40 ± 2サイクルで試験します(出典)
ブランドパッチは、必須の繊維組成・原産国・事業者表示ラベルの代わりにはなりません。 — 米国の繊維製品ラベルに必須の3項目(出典)
EUで皮膚に接触する位置には、六価クロムの試験が必要です。 — 乾燥革重量で3 mg/kg未満(出典)
EU向け衣類のPUおよびコーティングラベルは、現在PFASのスクリーニングが必要です。 — PFHxAの規制値は25 ppb。十月10日（2026年）から適用
(出典)

結論：ロゴだけでなく、ラインを軸にレザーラベルを計画する
レザーラベルの耐久性は、なめし工場だけでなく縫製現場でも決まります。ラベルは縫い目を閉じる前の平らなパネルに縫い付けます。リベットは、裏当てがあり、打ち具が届く場所にのみ
使います。洗濯する製品では、熱を最終的な固定手段ではなく位置決めの補助として扱います。ひも通しのハングタグは店頭での見せ方にとどめます。そして、製品の実際の洗濯方法を通し
た後に、組み立て全体を承認してください。

これらの取り付け位置の判断をタグの指示書に落とし込む準備ができたら、 エンボス加工PUレザータグの仕様決定、サンプリング、試験 に関するガイドが次のステップを解説しています。
製品タイプと洗濯方法をお知らせいただければ、構造についてアドバイスし、仕様に基づいてお見積りします。

出典
eCFR、16 CFR Part 423：繊維製衣料品および一部の反物のケアラベル表示。閲覧日：2026年十月。 ↩1.
米国連邦取引委員会（FTC）、Clothes Captioning：ケアラベリング規則の遵守。閲覧日：2026年十月。 ↩2.
eCFR、16 CFR Part 303：繊維製品識別法（Textile Fiber Products Identification Act）に基づく規則。閲覧日：2026年十月。3.
↩
米国連邦取引委員会、特定の革および模造皮革製品に関するガイド (16 CFR Part 24)。閲覧日：2026年十月。 ↩4.
ASTM International、革規格インデックス（D2096、D5053、D6013を含む）。閲覧日：2026年十月。 ↩5.
シンシナティ大学 皮革研究所、仕上げ耐久性の試験方法。閲覧日：2026年十月。 ↩6.
ISO 11640:2018、革：色堅ろう度試験、往復摩擦に対する色堅ろう度。発行：2018年八月。 ↩7.
Leather Dictionary、革からの色移り。閲覧日：2026年十月。 ↩8.
ASTM D5489、繊維製品のお手入れ表示に用いるケアシンボルの標準ガイド。閲覧日：2026年十月。 ↩9.
欧州委員会規則(EU) No 301/2014、REACH附属書XVIIの項目47の改正（革に含まれる六価クロム）。採択日：三月25日、2014年。適用開始：五10.
月1日、2015年。 ↩
欧州化学物質庁（ECHA）、REACH附属書XVIIの項目79：PFHxA制限（規則(EU) 2024/2462）。衣類および関連アクセサリーには、十月10日11.
（2026年）から適用。 ↩
Textile World、「不適合ラベルを避けるために：繊維・羊毛製品表示の基本」。2025年十二月。 ↩12.
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